
勝山ひでお通信
若い力で全力投球！！

皆様の力強いご支援を賜り、
初当選からはや１年が過ぎま
した。
この１年間、皆様からご要
望、激励をたくさん頂きまし
た。これからも更に気持ちを
引き締めて誠心誠意尽くして
まいります。
2年目の常任委員会は福祉
環境委員会、特別委員会はま
ちづくり対策特別委員会に所
属。また、決算特別委員会、
議会運営委員会にも所属する
ことになりました。
安全・安心な長野、住みよ
い長野、活力ある長野、魅力
ある長野を目指し、全力で働
かせていただいております。
今後とも暖かいご支援を賜
りますよう宜しくお願い申し
上げます。

Vol.４

ごあいさつ

認知症サポーター講座見学 長野駅～善光寺 表参道エリア
Wi-Fiサービス開始７月25日、通明小学校で認知症サポーター講座を小学校6年

生を対象に行われ、公明党市議員団5人で見学。
講師の柳原静子さんは、認知症を分かりやすく説明するため
に劇団「すずらん」のメンバーと共に人形劇を導入。

講座では、認知症の人が物忘れに悩む様子や、子どもたちが
街で認知症の人を見掛け、家まで送り届ける模様などを人形劇
の中で紹介。最後に柳原さんが「身近で認知症の人を見たら、

9月27日よりNTT東日本と長野市、ながの観光コンベンション
ビューロは長野駅から善光寺までの表参道エリアを中心に、
海外から訪れる観光客向けにスマートフォンや携帯型端末

長野県庁本館耐震改修工事視察

現在、長野県庁本庁舎と議会棟で耐震改修工事（免震
化）を平成２６年３月２０日完成を目指し行なっています。
10月3日、長野県庁に工事の視察に伺いました。上の
写真は本庁舎地下１回の柱の部分の写真です。

指を指しているのは今回の免震構造のメインとなる鉛プラ
グ入り積層ゴムアイソレーター部分です。本庁舎は52箇
所にこの免震層を構築し地震の揺れを吸収する仕組みに
なっています。震度６強の揺れにも耐えられるそうです。

（iPad）から高速インタ
ーネットが2週間無料
で利用できるWi-Fiサ
ービスを提供すること
になりました。IDとパス
ワードを記したカードは
JR長野駅観光情報セ
ンターと松代観光案内
所で配布されます。イン
バウンド対策が強化さ
れました。

元セントラルスクエア
メモリアルパーク前

きょう聞いたことを思い出し、優
しく接してあげてほしい」と呼び
掛けました。参加した女子児童
の一人は「ひいおばあちゃんが
認知症だけど、どう接したらい
いか分からなかった。ひいおば
あちゃんが間違えても、冷たくし
ないで温かく接してあげる」と話
していました。

通明小学校体育館
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勝山 緊急速報メール、エリアメールは現在、受信機種が限られている。
同じ内容のメールを希望者に配信するサービスを開始しては？

危機管理防災監 国の指針を注視しながら、市としての新総合防災情報
システムを検討し、「防災メール」が配信できるように検討
していく。

勝山 小学校高学年を対象に救命入門コースを実施すべきだと提
案するが所見を伺う

消防局長 消防局では小学校等の教育の中での救命入門コースの
指導導入は大変重要であると考える。今後救命入門コース
が速やかに実施できるよう関係部局と調整を図りながら積
極的に取り組みたい。

9月定例議会が9月6日から9月25日まで20日間行われ補正
予算等重要な議案が審議されました。
今回も個人質問に立たせていただき、災害時の市民への情
報伝達について、義務教育中のAEDを使った救急救命講習
について、インターネットを使った観光案内について、通学路
の安全点検について等、４項目について質問をさせていただ
きました。
主な質問、答弁の趣旨は以下のとおりです。

９月議会個人質問

勝山 今年度の中学校におけるAEDを使った救急救命講習の実施状
況を伺う

教育次長 操作も含めて講習した学校が１校、さらに２校が実施予定。
２学期以降、すべての市立中学校において、AEDについて
学習することになっている。

ホームページ http://www.komei.or.jp/km/nagano-katsuyama-hideo/

勝山 通学路の緊急合同点検の実施状況を伺う。また、今回の総点検が一過性のもの

とならないよう要望するが所見を伺う。

教育次長 各学校において本市において合同点検が必要であると判断した１２１箇所す
べてについて８月２８日までに国・県・市の担当及び地元警察、保護者、地域
の皆さんの協力を得て合同点検を完了した。結果は１２１箇所のうち対策実施
済みが５箇所、対策案が固まったもの１３箇所、残りは意見を取りまとめ中。
今後は対策案の実施を適切に把握し、その対策効果の検証を行うと同時に
継続的な危険箇所の点検、検証について道路関係者、地元警察と検討したい。
。


